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School-based programs to reduce non-obese dieting behavior in Japanese 
学位論文題名 Ihigh school stude且ts
非肥満の高校生における、ダイエット行動予防授業の効果
背景
わが国では、非肥満にも関わらず、ダイエット行動を行う思春期の男女が増えてい
る。思春期のダイエット行動は、成長と発達に必要な栄養素の不足につながり、摂食
障害のリスクの上昇、将来の肥満、女子では月経異常の原因となる。このため、思春
期の男女に対して、健康的な食生活と適切な体重管理を学習する有効なプログラムが
必要だと指摘されている。著者が家庭医として勤務するクリニyクにおいても、非肥
満であるにも関わらずダイエット行動を行った結果、体調不良をおこして受診する高
校生が散見された。彼らは、すでに学校で栄養バランスの良い食事と適正な体重管理
についての授業を受けていた。そこで、非肥満群のダイエット行動を予防する目的で、
従来通りの知識の提供に加えて健康的な食生活と体重管理に関する教育プログラムを
学校と協同して作成し、その効果について評価した。
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方法
高校1年生普通科6クラス 236名をクラス単位でランダムに介入群と対照群に割り
付けた。介入前後の調査票の提出がない者、 BMIの記載がない者、 Bl¥征迂25の者は除
外し、介入群94名、対照群88名を分析対象とした。介入群には、健康的な食生活と
体重管理についてのワークショップを行い、対照群には、問時~Jに喫煙防止の教育を
提供した。ワークショ yプは、重要度-自信度モデノレに基づいて作成し、スモールグル
ープのディスカッション形式で、行った。介入前と介入2か月後に身長、体重測定と記
入式のアンケート調査を行った。プライマリ・アウトカムは、 2か月間のダイエツト
行動を行った者の割合とした。セカンダリ・アウトカムは健康的な食生活と体重管理
についての重要度と自信度をそれぞれ計測し、重要度と自信度が高い者の割合を比較
した。いずれも、群内比較はMcNemar検定を、群間比較はが検定を使用して分析し
た。
結果
ここ 2か月間のダイエット行動の有無に変化はなかった。介入グ、ノレープの群内比較
において、健康的な食生活の重要度と、体重管理の自信度は有意に上昇した(p= 0_02， 
C; 
( 
p = 0.04)。更に、健康的な食生活における自信度の群間比較では、介入群で高いまま
維持している割合が優位に高かった。 (p= 0.04)。
考察
著者らの作成した教育プログラムではダイエット行動を減少させるまでは至らなか
った。しかしながら、健康的な食生活に関する知識を増やすごとが可能な事に加え、
具体的に実生活で健康的な体重管理を計画する助けとなることが示された。
更に、非肥満群のダイエット行動を減らすためには、自己肯定感の改善や、両群と
もに介入前後で低い傾向にあった自信度に対してより強調した介入が必要であると考
えられる。その上で、 1人1人の、ライフスタイルや好みに合わせた具体的な行動計
画を立てて実行して継続するには、地域の医療機関と学校との協同による介入が安全
で効果が高いと考えられた。
※日本語で記載すること。 1200字以内にまとめること。


